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Ⅰ．安心・安全 Ⅱ．ひ　と

1．防災・消防
①熊本地震を教訓とした高齢者世帯
　の耐震シェルター設置に対する全
　額助成制度の改正
②高齢者世帯への耐震ベッド貸出制度の確立
③津波浸水区域における津波警報専用同報無線スピー
　カー整備計画の策定

2．健康福祉
①「静岡型地域包括ケアシステム」早期構築のための　
　連携強化及び圏域の見直し
②地域福祉推進のための活動拠点を未整備の駿河区    
　に設置すること

3．生活・環境
①ＬＮＧ火力発電事業計画に対する環
　境監視システムの構築及び情報公開

子ども・教育
①校務支援システム導入のための予算
　確保と魅力ある教育の推進
　・ICT を活用した英会話教育と市民教育を重点教育
　　に掲げた教育基本計画の策定
②県費負担教職員制度の見直しに伴う財源措置及び独
　自制度の構築
③小中一貫教育のスムーズな導入及び施設統合型小中
　一貫教育の実施計画策定
④コミュニティスクール制度の構築及び関連予算の確
　保と展開
⑤教育環境の充実
　・トイレリフレッシュ計画の加速
　・全教室への空調機の設置。新築改築校への空調機
　　の常設。
⑥放課後児童クラブの開設時間延長及び指導員の確保

平成 29年度当初予算へ政策提言
志政会は 10 月 24 日、平成 29 年度当初予算への政策

提言を田辺市長に提出しました。

静岡市は「第3次静岡市総合計画」の着実な実施によっ

て、「世界に輝く静岡」の実現のため、最大の目標で

ある「2025 年に総人口 70 万人を維持」に向け、様々

な施策を展開しています。しかしながら、「単年度に

おける目標値の設定や内部評価による成果達成状況な

どが何を目的として設定されているのか見えない」と

の声を多く聞きます。

今回志政会では、安心・安全対策やまちづくりなどの

具体策を 63 項目にわたり要望しました。今回の提言

は、市当局が提言の実現可能性を検討し、その上で実

現のためには何が必要で、他にどんな方法があるのか

を協議してもらうため、より具体的な内容となってい

ます。（以下、政策提言抜粋。詳細は、会派ホームペー

ジに掲載しています）

耐震ベッドイメージ
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１．桜ヶ丘病院について
（1）経過について
（2）決定前の協議について
（3）救護病院の在り方
（4）清水庁舎移転の必然性に
　ついて
（5）清水庁舎の場所について
2．清水天然ガス発電所建設
　計画について

１．桜ヶ丘病院移転問題
２．桜ヶ丘病院移転候補地に
　ついて
３．安全安心して生活でき　
　る環境を
（1）水害問題について

１．命を守る政策について
（1）健康長寿のまちづくり
　について
・骨髄バンク推進助成制度　
　創設について

１．清水エスパルスについて
（1）今年の支援と今後の支援
　について
２．里親事業について
（1）里親事業の推進について
３．生活困窮者自立支援制度
　について
（1）一時生活支援事業につい
　て

１．津波避難浸水区域での同
　報無線難聴地域への発災時
　の情報提供について
（1）同報無線の設置について
２．市役所の緊急時避難誘導
（1）静岡庁舎内火災発生時の
　避難誘導について
３．大谷・小鹿地区まちづく
　りに伴う周辺への影響
（1）本市の考え方と進め方

１．観光と市静岡のおもてな
　しについて
（1）おもてなしの人材育成
（2）おもてなしの意識醸成
２．次世代を担う人材育成に
　ついて
（1）持続可能な社会の担い手
　を育む教育について
（2）ユネスコスクール

１．市民の安全安心について
（1）危機管理について
（2）地域防災計画について
（3）住宅の地震対策について
２．外国語教育について
（1）児童・生徒の英語力向上
（2）ＡＬＴの現状と今後の取組
（3）英語教育導入に対する教
　職員への対応策について
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11 月 補 正正
一般会計補正予算 66 億 7,901 万円
「経済対策」「地方創生」「安心・安全」の
　　　　　　3つをキーワードに予算を編成

Ⅲ．賑わい・活気 Ⅳ．まち

Ⅴ．財政基盤強化と機構改革

1．交流・観光
①若者が集うことができる拠点の整備
　・中心市街地へ若者自身で運営管理できる拠点スペー
　　スの整備、提供
　・若者が考える街づくりプランを市政に反映できる仕
　　組みの構築
②大道芸ワールドカップの国際大会化
③大道芸広場の設置
　・青葉公園及び日の出地区に大道芸
　　広場を整備すると同時に広場運営に関する協議体を
　　設置すること
④応援団フェスティバルの全国組織化と自立

2．商工・物流
①シニア人材を活用したタスクフォースチームの立上げ
②静岡市の優位性を活かした企業誘致・留置策の策定
③新しい中小企業支援策の構築
　・大学生及び高校生の産別インターンシップ受け入れ
　　に関するシステム構築
　・赤字企業への事業所税還付制度の早期構築

3．農林水産
①木材産業活性化の推進
　・地産材のブランド化に必要な認証
　　登録に関する支援

1．社会資本利活用
①ＬＮＧ火力発電所建設に伴う付帯設備設置の検討
　・低温物流倉庫等への産業活用や市民活用として温水
　　プールやアイススケート場などの付帯設備の設置の
　　検討

2．都市・交通
①自転車レーン及び駐輪場の整備
②文教エリアとなる草薙駅周辺整備
　・草薙駅北側への機械式地下型駐
　　輪場の整備
　・草薙駅北側へ計画されている立体型駐輪場の 1 階部
　　分を賑わい創出のため、商業スペース（コンビニ・
　　カフェ等）として計画変更すること
③空き家対策の条例化

1．財政基盤強化
①経営的視点にたった事業評価システムの構築
②県と連携したアセットマネジメントの推進

2．機構改革
①東京事務所の機能強化

経 済 対 策

安 心 安 全 そ の 他

地 方 創 生
60 億 7,703 万円

3,325 万円

1 億 9,960 万円 3 億 8,732 万円

（債務負担行為 16 億 1,573 万円）

■私立こども園、保育所、認定こども園整備
　( 増改築等）への助成
  ・7 園　保育定員 230 人増
■小中学校のトイレ洋式化・床のドライ化等の改修
  ・改修工事 3校　  ・設計 3校
■こども園、障害者福祉施設等の防犯対策への助成

  ・非常通報装置、防犯カメラの設置等　
  ・70 箇所

■道路の新設改良事業　4箇所
  ・（国）150 号久能拡幅　・（主）山脇大谷線
  ・（主）梅ケ島温泉昭和線　・（主）清水富士宮線

■臨時福祉給付金の給付
  【対象者数】　約 122,000 人（約 88,000 世帯）
  【給付額】　15,000 円 / 人

■「徳川家康公記念世界囲碁コングレス in 静岡」の
　開催事業負担金
　【開催概要】
　開催時期：平成 30 年 2月
　会場：静岡市民文化会館等　

■日本平公園山頂部展望施設の周辺整備

■海洋産業クラスター協議会への負担金
  ・海洋関連企業の保有技術等の調査
  ・人材育成セミナー等の実施　等
■就職活動、求人・採用活動の支援
  ・若者就活応援サイト
    「しずまっち」の改修
  ・市内企業向け求人
  ・採用強化講習会の実施

■木造住宅耐震補強工事への助成拡充
   ・上乗せ助成開始　Ｈ29 年 1月
   ・助成額　30 万円上乗せ
　（県負担 15 万円 +市任意負担 15 万円）

■避難所に指定されている市立体育館　
　等の空調機整備

【新設工事】　1ヶ所　
　清水総合運動場武道場
【実施設計】　4ヶ所
　長田体育館、南部体育館、　
　東部体育館、

　　　　　　　　　　  清水清見潟公園体育館

■小中学校体育館の大規模改修
　【実施設計】5校
　　新通小学校   ・   川原小学校   ・   長田北小学校
　　西奈南小学校   ・   南中学校

福祉施設の防犯カメライメージ

耐震補強工事 ヨーロッパ碁コングレスの様子

日本平山頂の様子

体育館空調イメージ

（主）清水富士宮線（庵原～伊佐布）

■生涯活躍のまち（ＣＣＲＣ）の推進
・準備協議会の設立
・構想、地域再生計画の
   策定　等
ＣＣＲＣとは…
アクティブシニアが社会活動に
参加し、介護が必要になった場
合でも地域で医療を受けられる
コミュニティ

囲碁コングレスとは…
ヨーロッパ、アメリカ等で開催されている約 1週間にわた
る囲碁まつり。世界中の囲碁ファンが集い、囲碁対局、プ
ロ棋士による講座、指導碁、各囲碁サブイベントなどが開
催される。

用地取得：約 3,500 ㎡
造園設計：芝生広場、園路、
　　　バリアフリー駐車場等

草薙駅駅前広場完成イメージ

会 派 視 察 LNG 火力発電所視察
平成 28 年 11 月 7 日 ~ 8 日

志政会では、現在清水区にＬＮＧ火力発電所の建
設計画が持ち上がっていることを受け、現在稼働
している川越火力発電所（三重郡川越町）及び上
越火力発電所（上越市）を視察し、ＬＮＧ火力発電
所の安全性や発電時に発生する冷温熱の利活用に
ついて調査しました。
どちらの発電所も、防音対策がしっかりとられて

おり、屋外における工場音、稼働音
などは全く気になりません。また、
地震や津波、液状化に対しては、地
震発生時には燃料を遮断することで
緊急停止が可能であること、危険度
が高いガスタンクや発電施設は岩盤
まで杭を打ち固定してあること、浸
水しても電源を確保することで制御

可能としていることなど、あらゆる事態に対応可
能であることを確認できました。今後は、ＬＮＧ
火力発電所に対する住民の不安を安心に変えるた
めに、現在稼働しているＬＮＧ火力の取組みを
知ってもらうとともに、建設にあたっては行政が
しっかりと連携して安全安心に関する事項や環境
への影響を管理する仕組みを構築していくよう求
めていきたいと思います。


